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柿も熟して黄菊も香る小鳥棲みよい美浦の里　（日和吟社俚謡集より）

　少し前から陸平貝塚公園でイノ
シシの足跡などが確認され、来訪
者へ注意のお知らせをしています。
また最近は村内でも陸平以外の場
所で目撃情報もあります。イノシ
シといえば少し前までは山の方に
すんでいて美浦村民にとっては遠
い存在の動物でした。
　しかし、このイノシシ、実は縄
文時代の人びとにとっては身近な
動物でした。陸平貝塚はじめ縄文
時代の貝塚からイノシシの骨が出
土することはよくあります。縄文
時代の人びとは自分たちで食料と
なる獲物をとっていましたが、そ
の中にはイノシシもいました。落
とし穴のような仕掛けを作ったり、
弓矢など狩猟の道具を使って捕ま
えていました。生きていくために
必死でイノシシを捕まえていた縄
文の人びとはイノシシの習性を知
り、知恵と技を駆使して捕まえて

いたことでしょう。捕らえたイノ
シシは石器などの道具を用いて皮
をはいだり、肉を切って食べたり、
骨は加工して装飾品や道具を作る
などして無駄なく使っていたよう
です。
　陸平貝塚からはイノシシのあご
の骨（写真）などが見つかってい
ます。また、現在文化財センター
で展示している大

お お や

谷貝塚（みほふ
れ愛プラザ付近）の貝層断面のな
かにもイノシシの骨をみることが
できます。
　今の世に縄文人がいたらイノシ
シをどんどん捕らえてくれるかも
しれませんね。
　現在も陸平貝塚公園内にはイノ
シシ捕獲のためにわなをしかけて
ある場所（人がわかる目印をつけ
てあります）があります。訪れる
際にはご注意ください。
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▲陸平貝塚から出土したイノシシの下あごの骨

イノシシの腓
ひ こ つ

骨（脚
の骨ですねの後ろに
ある）を加工した
刺突具。大谷貝塚出
土。長さは6.1㎝で、
研磨して尖らせ表面
には擦った時につい
た細かい筋がみられ
ます。加工して元の
骨の形が分からなく
なっています。

イノシシのか
かとの骨を加
工した垂飾り。
大谷貝塚出土。
長さ10.3㎝で、
小さな孔をあ
けています。

▲イノシシの牙を加工した装飾
品。御茶園西遺跡出土。孔を 2
か所あけ、表面には研磨でつい
た細かい筋がみられます。
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令
和
の
世
、
陸
平
に

再
び
イ
ノ
シ
シ
現
る
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「
美
浦
か
る
た
」
で
知
る
み
ほ
の
文
化
財

　

私
た
ち
は
貝
を
食
べ
る
と
き
中
身
は
食
べ
て
貝
が
ら
は

捨
て
ま
す
。
貝
塚
は
化
石
と
違
い
、
人
間
が
貝
を
採
っ
て

き
て
そ
の
貝
が
ら
を
捨
て
た
場
所
で
、
現
在
も
貝
を
加
工

す
る
場
所
で
は
貝
塚
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
美
浦
村
に
何

カ
所
も
あ
る
貝
塚
の
う
ち
代
表
的
な
場
所
が
国
史
跡
に

な
っ
て
い
る
陸
平
貝
塚
で
す
。

　

貝
は
海
だ
け
で
は
な
く
川
の
よ
う
な
環
境
に
も
生
息
し

て
い
ま
す
が
、
村
内
の
貝
塚
か
ら
見
つ
か
っ
て
い
る
貝
は

海
に
す
ん
で
い
る
種
類
の
貝
ば
か
り
で
す
。
霞
ケ
浦
の
歴

史
を
紐
解
い
て
み
る
と
、
か
つ
て
は
太
平
洋
か
ら
海
水
が

流
れ
込
む
内
海
で
、
美
浦
村
は
豊
か
な
海
に
囲
ま
れ
て
い

た
環
境
に
あ
り
ま
し
た
。
村
内
の
貝
塚
は
数
千
年
前
の
縄

文
時
代
に
人
び
と
が
海
か
ら
貝
を
採
り
続
け
て
い
た
こ
と

で
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

縄
文
時
代
、
陸
平
に
貝
を
捨
て
た
人
た
ち
は
ど
の
よ
う

な
道
具
を
用
い
て
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
貝
を
採
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
貝
を
採
る
た
め
の
道
具
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　

貝
か
ら
は
そ
の
種
類
や
大
き
さ
、
貝
を
採
っ
た
季
節
な

ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
堆
積
し
て
い
る
貝
層
か

ら
は
人
び
と
の
貝
の
捨
て
方
な
ど
に
せ
ま
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
遺
跡
の
調
査
か
ら
は
縄
文
の
人
び
と
が
ど
の
よ
う

な
種
類
の
貝
を
採
っ
て
き
て
い
た
の
か
、
つ
ま
り
ど
の
よ

う
な
貝
を
食
べ
て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

村
内
の
貝
塚
を
調
べ
て
み
る
と
、
貝
の
種
類
は
ど
の
遺

跡
も
同
じ
で
す
。
今
も
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
貝
も
あ
れ

ば
、
今
は
食
べ
て
い
な
い
種
類
の
貝
も
あ
り
ま
す
。
一
番

多
く
み
ら
れ
る
貝
は
ハ
マ
グ
リ
で
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
大
き

さ
の
ハ
マ
グ
リ
が
み
ら
れ
ま
す
。
ハ
マ
グ
リ
は
美
味
し
い

貝
で
す
が
、
現
在
は
ア
サ
リ
の
方
が
食
べ
る
機
会
が
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
貝
塚
か
ら
は
ア
サ
リ
も
出
土
し
て
い

ま
す
が
ハ
マ
グ
リ
に
比
べ
る
と
そ
の
割
合
は
か
な
り
少
な

い
傾
向
で
す
。
ハ
マ
グ
リ
以
外
に
多
く
見
つ
か
る
貝
は
、

サ
ル
ボ
ウ
、
オ
キ
シ
ジ
ミ
、
シ
オ
フ
キ
、
バ
カ
ガ
イ
な
ど

の
ニ
枚
貝
、
ア
カ
ニ
シ
と
呼
ば
れ
る
巻
貝
で
す
。
こ
れ
ら

の
貝
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
み
な
ハ
マ
グ
リ
と
同
じ
よ

う
な
干
潟
の
環
境
に
す
む
海
の
貝
と
い
う
こ
と
で
す
。
陸

平
の
周
り
に
広
が
る
遠
浅
の
海
岸
で
縄
文
の
人
び
と
は
貝

を
採
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

貝
塚
を
見
て
い
る
と
縄
文
の
人
び
と
が
貝
ば
か
り
を
食

べ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
貝
は
食

べ
物
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
貝
塚
の
中
か
ら

は
魚
や
動
物
の
骨
も
た
く
さ
ん
見
つ
か
り
ま
す
。
魚
や
動

物
の
肉
、
木
の
実
な
ど
現
代
ま
で
残
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な

食
べ
物
が
あ
り
ま
し
た
。

　

瑠
璃
は
ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
、
波
留
は
水
晶
の
こ
と
で
優
れ

て
い
る
こ
と
を
表
し
ま
す
が
、
数
千
年
も
前
の
縄
文
時
代

の
歴
史
は
今
も
貝
塚
の
中
で
光
り
輝
い
て
い
ま
す
。

瑠る

り璃
も
玻は

り璃
も
　
か
な
わ
ぬ
光ひ

か
り

　
貝か

い

だ

ん

そ

う

断
層

今
回
の
札
は

「
る
」
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文化財センター展示室から

― 陸平縄文人の作業場 ―

　陸平貝塚から西に 500 ｍほど離れた「谷津」と
よばれる低い地形の場所にある陣屋敷低湿地遺跡を
ご紹介しています。現在、遺跡は美浦ゴルフ倶楽部
の池になっています。
　ゴルフ場造成前の平成元（1989）年に遺跡の一
部分を発掘調査したところ、谷の地表面からさらに
約 1.5 ｍも下の位置から、多量の縄文土器の破片が
足の踏み場もないような状態で集中してみつかりま
した。
　縄文土器片がどのような規模で広がっているの
か、その全容はわかりませんが、調査により、土器
が残された頃すでに谷が形成されていたこと、そし
て縄文時代後期のそれほど長くない期間に集中して
土器片が廃棄され、その後この場所は土砂などによ
り比較的短い期間で埋没したことがわかりました。
　縄文土器はすべて割れた状態で、しかも何千年も
の間水に浸かっているような環境に保存されていま
した。そのため、展示してあるほかの縄文土器と見
比べると色調が灰色っぽいような感じにみえます。
　破片をあわせてもとの形に復元し、土器の大きさ

をみてみると、みな同じ大きさではなく、似たよう
な形の土器でも大小大きさの異なるものがあったこ
とがわかりました。さまざまな大きさの土器が常備
され、利用目的に応じて使い分けていたのでしょう。
土器の大きさを容量で表してみると、1ℓ～ 33ℓほ
どの規模の土器があることがわかりました。なかで
も 11ℓ～ 18ℓの規模の土器が量的に多い傾向がみ
られましたので、この大きさの土器がよく使われた
ことがうかがわれます。
　遺跡では地面が赤く焼けて火を焚いた跡も確認さ
れました。土器を捨てただけではなく、木の実のあ
く抜きなどの煮沸作業をおこなっていたことも考え
られます。
　ここは人が住めるような環境ではなく、陸平貝塚
にいた人たちが利用していた場所だったのでしょう。
　陣屋敷低湿地遺跡は、陸平縄文人の暮らしを考え
るうえで欠かせない重要な遺跡のひとつです。遺跡
周辺の地形は変わりましたが、遺跡の一部は今もゴ
ルフ場内の池の底に残されています。
　どうぞ展示室で実際の土器をご覧ください。

前号に続き今回も９月から展示している資料をご紹介します。

▲陣屋敷低湿地遺跡から出土した縄文時代後期（約 4000 年前）の土器
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●
美浦村役場

●
中央公民館

GS●
谷津入バス停

国道125号

大谷バス停

大谷交差点

至トレセン 至稲敷・成田

至香取

至ゴルフ場

●光と風
　の丘公園

至
桜
土
浦
IC

至
土
浦

至
大
山文

文化財センター体験のご案内文化財センター体験のご案内

　新型コロナウイルス感染拡大予防および展示室改修工事のため、３月より８月まで閉室させていただい
ておりました文化財センターの展示室は９月１日より開室しており、文化財センター開館日にはいつでも
見学できます。
　現在の展示は、国史跡陸平貝塚の紹介を中心とした内容のほか
陸平貝塚周辺の陣屋敷低湿地遺跡、村内の貝塚として大谷貝塚の
貝層断面といった縄文時代を取り上げています。ほかにワンコー
ナーですが前号（陸平通信 102 号）にてご紹介した江戸時代の村
絵図を展示しています。

◆展示室開室時間　午前 9時～午後 5時

　文化財センターでは体験をとおして文化財に親しんでいただこうと体験事業をおこなっています。今年
度は、新型コロナウイルス感染拡大予防のため体験イベントは中止させていただいていますが、体験の受
け入れはおこなっています。個人でのお申し込みも１名より受けています。
　詳しくは文化財センターまでお問合せください。電話８８６－０２９１

◆体験メニュー
　縄文土器、土笛、まが玉、縄文クッキー、どんぐりカレンダー、
どんぐり時計、さきおり、貝塚を調べる

◆事前に申し込みが必要です。

◆新型コロナウイルス感染拡大予防の対策をとったうえで対応を
させていただきます。状況によりご希望に添えない場合もあり
ます。予めご了承ください。

新型コロナウイルス感染拡大予防のためご協力
をお願いいたします。

・マスクまたはフェイスシールドのご着用

・文化財センターの出入り口
にて手・指の消毒

・体調がすぐれない場合は
ご来館をお控え願います。

文化財センターにご来館される文化財センターにご来館される
皆様へお願い皆様へお願い

文化財センター展示室再開しています文化財センター展示室再開しています


